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はじめに 

 本発表では陸奥国中部にあたる宮城県域で出土する

施釉陶磁器について、最初に多賀城跡など城柵官衙遺

跡、次にその他の遺跡の出土状況を整理し、全体の様

相についてまとめる。 

１．多賀城跡 

 多賀城跡で出土する施釉陶磁器は、緑釉陶器が 1/4 

程度と高い割合を示し、国府という性格を反映したも

のといえる（第１図）。また貿易陶磁が60 点を超え（第

１表）、東国の地方官衙でも有数の出土量である。 

 多賀城内における各地区の緑釉・灰釉陶器の割合や

100㎡あたりの破片数を見た場合（第１図）、地区ごと

の偏差が大きい。これはそれぞれの地区の性格や使用

形態の違いに起因していると考えられる。すなわち、

政庁地区は儀礼や政務の場であり、土器そのものが廃

棄されないため100 ㎡あたりの破片数が少なく、９世

紀代に四面廂付建物が並び格式の高い空間であった六

月坂地区も同様と考える。一方、政庁南面（城前官衙）

地区（第４図）や東門・大畑地区は実務官衙であるた

め政庁地区などより100 ㎡あたりの破片数が多く、ま

た西門・五万崎地区は饗宴にかかわる施設の存在が想

定されるため緑釉陶器主体で集中的に出土し、南辺西

地区（第５図）は祭祀に関連して多数の施釉陶磁器が

用いられたとみられる。 

 施釉陶磁器の時期について、Ａ期（９世紀前半～中

葉）から灰釉陶器を中心に出土がみられ、Ｂ期（９世

紀後半～10 世紀前葉）に出土量のピークを迎える。Ｃ

期（10 世紀前半～11 世紀初頭）は出土量が急減し、

灰釉陶器よりも緑釉陶器の出土が多くなり、Ｄ期（11 

世紀前半～後半）は灰釉陶器のみで極めて少なくなる

（第２・３図）。貿易陶磁は白磁Ⅰ類または越州窯系青

磁Ⅰ類が主体である。 

２．山王遺跡・市川橋遺跡 

多賀城跡の南面に位置し、方格地割が確認されている

山王・市川橋遺跡では、報告されている資料だけでも

2,000 点以上の施釉陶磁器が出土しており、特に東西

大路沿いの北１西７区、北１西３区、南１西２区で多

数確認できる。なお、北１西７区出土する施釉陶磁器

については、小原報告を参照されたい。 

３．その他の城柵官衙遺跡 

多賀城跡周辺を除く城柵官衙遺跡からは、施釉陶磁

器の出土は非常に少なく、伊治城跡、宮沢遺跡、東山

官衙遺跡、壇の越遺跡、三十三間堂官衙遺跡などで出

土しているが、１～５点程度である（第７図）。陸奥国

分寺跡・国分尼寺跡でも出土はわずかであるが、陸奥

国分寺跡から南へ約２km の若林城跡からは、金泥の付

着した灰釉陶器皿が出土している。 

４．城柵官衙遺跡以外の遺跡 

 城柵官衙遺跡以外で施釉陶磁器が出土する遺跡は合

計で 64 遺跡確認でき（第６図）、緑釉・灰釉陶器の両

方が出土するのは15遺跡、緑釉陶器のみが９遺跡、灰

釉陶器のみが38遺跡、青磁または白磁が出土するのは

２遺跡である。県南部内陸、鳴瀬川周辺、名取川周辺

で出土遺跡が多く確認できる。 

 出土破片数では、中田南遺跡が22点と最も多く、10 

点以上出土する遺跡には今市遺跡、安久東遺跡、梅ヶ

久保遺跡がある。そのほか、郷楽遺跡では外面に陰刻

花文の施される緑釉陶器瓶（第８図４）、一本柳遺跡で

灰釉陶器水注（10）が出土し、いずれの遺跡も豪族居

宅と推定されている（菅原2007・2008）。 

おわりに 

 陸奥国中部では、多賀城跡やその周辺で施釉陶磁器

が多数出土し、地区ごとの偏差、特徴的な使用状況な

どが明らかとなった。一方、それ以外の城柵官衙遺跡

では出土が極めて少なく、城柵官衙遺跡以外では県南

内陸部や主要河川周辺を中心に豪族居宅とみられる遺

跡などで比較的多く出土する傾向が伺われた。 
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第１図　地区ごとにみた施釉陶磁器の破片数の割合

第１表　青磁・白磁の器種構成

第２図　緑釉・灰釉陶器椀・皿類の時期変遷

第３図　緑釉・灰釉陶器における時期ごとの産地の変遷
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凡例

＊　は施釉陶磁器の
　出土していない城
　柵官衙遺跡

１:伊治城跡、２:源光遺跡、３:がんげつ遺跡、４:西手取遺跡、５:経ヶ崎遺跡、６:下富前遺跡、７:宮沢遺跡、８:南小林遺跡、９:北小松遺跡、10: 団子山西遺

跡、11: 黄金山南遺跡、12：新田東遺跡、13: 東山官衙遺跡、14: 壇の越遺跡、15: 城生柵跡、16：色麻古墳群、17：中沢・堤根遺跡、18：一本柳遺跡、19：中峯Ａ・Ｃ

遺跡、20：館山遺跡、21：小森遺跡、22: 兵六館跡、23: 沢乙遺跡、24：郷楽遺跡、25：鴻ノ巣遺跡、26：今市遺跡、27：岩切畑中遺跡、28：燕沢遺跡、29：枡江遺跡、

30：陸奥国分寺跡、31：陸奥国分尼寺跡、32：南小泉遺跡、33：若林城跡、34：山口遺跡、35：郡山遺跡、36：六反田遺跡、37：鍛冶屋敷前Ａ遺跡、38：富沢遺跡、

39：元袋・元袋Ⅲ遺跡、40：伊古田遺跡、41：下飯田東遺跡、42：今泉城跡、43：今泉遺跡、44：中田畑中遺跡、45：安久東遺跡、46：中田南遺跡、47：壇腰遺跡、

48：清水遺跡、49：八幡遺跡、50: 町裏遺跡、51：二本松遺跡、52：梅ヶ久保遺跡、53：戸の内脇遺跡、54：東山遺跡、55：下原田遺跡、56：家老内遺跡、57：明神脇

遺跡、58: 青木遺跡、59：観音崎遺跡、60：本郷遺跡、61：原遺跡、62：三十三間堂官衙遺跡、63：堀の内遺跡、64：角田郡山遺跡、Ａ：名生館官衙遺跡、Ｂ：新田柵跡、

Ｃ：桃生城跡、Ｄ：赤井官衙遺跡、Ｅ:吉岡官衙遺跡、Ｆ：大畑遺跡

１:陸奥国分寺跡 SI30、２:陸奥国分尼寺 SK301、３:宮沢遺跡堆積層、

４:三十三間堂官衙遺跡表土、５：壇の越遺跡 SI897、６:陸奥国分尼

寺跡 SK16、７：角田郡山遺跡 SX02、８：壇の越遺跡 SK1930、９：壇の

越遺跡 SI833、10：伊治城跡 SK627

１: 伊古田遺跡 SK4、２:色麻古墳群 31 号住居、３:中沢・堤根遺跡、４:郷楽遺跡包含層、

５：中峯 C遺跡掘立柱建物跡、６：鴻ノ巣遺跡 SK131、７：安久東遺跡２号住居、８：郷楽遺

跡３号住居、９：新田東遺跡 SI23、10：一本柳遺跡包含層、　11：下原田遺跡包含層

第６図　陸奥国中部（宮城県域）における古代の施釉陶磁器出土遺跡
（１～ 64 が施釉陶磁器出土遺跡、A～ Fが施釉陶磁器の出土していない城柵官衙遺跡）

第７図　城柵官衙遺跡出土の施釉陶磁器 第８図　城柵官衙遺跡以外の遺跡出土の施釉陶磁器
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